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加藤松林人（1898-1983）は、1917年に朝鮮（*2）

へ移住し、その後画家として28年間にわたり活
動した。移住後の加藤は、京城で画塾を構えて
いた日本画家・清水東雲（1868–1929）に師事し
て絵を学んだ。比較的遅いスタートであったが、
朝鮮最大規模の公募展であった朝鮮美術展覧会
（1922-1944年、毎年開催／以下、朝鮮美展）で
在朝鮮日本人画家として獲得できる最高位の「参
与」の地位に就き、植民地朝鮮画壇において最も

影響力のある人物の一人となった。敗戦後日本に
引き揚げてからは、しばらく画業を中断するが、
1948年頃から活動を再開し、1983年に没するま
で、朝鮮とのつながりを示す数多くの作品を残し
ている。植民地期に朝鮮で暮らした日本人画家
は、戦後、その経歴を表に出すことをためらう者
も多かった。そのような中、朝鮮に関する作品を
制作し続けたのは稀なケースである。また、加藤
の戦後作品には戦前の朝鮮の姿がいきいきと描か
れていることもあって、近年、韓国美術史界でも
関心が高まりつつある（*3）。
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加藤松林人についてはこれまで、朝鮮総督府の
植民地政策として実行された朝鮮美展の枠組みの
中で論じられることが多かった（*4）。加藤に注目
した研究としては、喜多恵美子と李ユンヒの論文
があるが、それらにおいても、戦後作品とその制
作背景についての踏み込んだ議論は行われてい
ない（*5）。これに対し本稿は、戦後の加藤の作品
が、新たな出会いや関係者の後援を背景に、朝鮮
戦争勃発を大きな契機として、過去の朝鮮の姿を
描き、その風景や風物を記録しようとしたもので
あったことを論じたい。
以下の議論では、まず加藤の生涯について概観
する。その上で、阿南市所蔵のものを中心に、加
藤の戦後作品の主題や表現の特徴を分析し、それ
らが、彼の知るかつての朝鮮を追憶する「朝鮮風
物美術館」の構想と深く結びついていたことを明
らかにする。さらに、その制作活動の背後に、戦
後の日本で創立された日韓親和会の関係者からの
経済的支援や、韓国の文学者・金素雲との交友が
深く関わっていたことを示したい。

1. 加藤松林人の生涯

加藤松林人（本名：加藤倹吉）は1898年、徳島
県阿南市内原町で生まれた。1915年、早稲田大
学の文学科予科に入学、1917年に小林なつと結
婚した。同年、先に朝鮮に移住していた父の後を
追って京城（現・ソウル）へ赴く（*6）。

加藤は早稲田大学予科在学中に、太平洋画会洋
画研究所で約一年間、油彩の基礎を学んだ。だが、
本格的な画業は、朝鮮に移住して約2年後、京城
で画塾と写真講習所を構えていた日本画家・清水
東雲（*7）の下で始めた。加藤は、1924年の朝鮮美
展に出品した《砂丘》が三等賞を受賞し、宮内省
の買い上げとなったことで、画家として生きるこ
とを決意したようだ（*8）。その意味で加藤は、朝
鮮美展と共に成長した画家といっても過言ではな
い。彼は計23回開催された同展覧会すべてに出品
し、1935年には永久無鑑査となった。1937年から
は参与として審査にも関わるようになり、名実と
もに朝鮮美展での頂点に立つ。加藤は朝鮮美展の
他にも画塾運営（*9）やグループ活動を通じて勢力を

拡張し、植民地朝鮮画壇における地位を確立した。
加藤は、朝鮮美展で数回入賞したのち、「内地」

の日本画壇での活動も始めた。第8回帝国美術院
展覧会（1927）での入選を皮切りに、「内地」公募
展に次々と出品して成果を上げ、加藤は、朝鮮美
展の審査員として訪れた日本の重鎮画家とも交流
した（*10）。絵を学んで数年しか経っていない若手
画家が日本画壇の重鎮たちと交流するということ
は、もし加藤が日本にそのまま住んでいたならば
不可能に近かっただろう。また、加藤が画家とし
ての経歴を積み上げることができた背景には、彼
の実力や絵に対する情熱とは別に、植民地政策と
して実施された朝鮮美展という新生官展に、宗主
国の人間としてデビューしたことも有利に働いた
に違いない。
だが日本の敗戦により、加藤の運命は大きく変
転する。1945年12月、加藤は徳島県阿南市に引
き揚げ、その後関西を主な居住地としながら、知
人の紹介による仕事で生計を立てることになっ
た。加藤が画業を再開したのは1948年頃、在日
コリアンが社長を務める『新世界新聞』をはじめ
とする朝鮮関連の新聞や雑誌に、朝鮮の風景や風
物の挿絵を掲載するようになってからであった。
しかし、画業を再開したとはいえ、加藤の戦前の
主な作品発表の場であった、公募展への作品出品
は見られなくなった。加藤はその理由について、
「芸術家は展覧会で戦うのではなく、自分と戦う
べきだ」と述べているが（*11）、20代から50代近く
まで朝鮮を描いてきた画家が、戦後の日本で作品
を発表する機会を得ることは容易ではなかったの
だろう。
加藤が還暦を迎えた1958年には、それまでに

投稿した朝鮮の挿絵と随筆文を集めた『朝鮮の美
しさ』を出版した。1963年には、まだ日韓の国交
が断絶していた時期であったにもかかわらず、韓
国政府広報部により光復節のイベントに招聘さ
れ、18年ぶりに韓国の地を踏む。本人は、『朝鮮
の美しさ』の出版が招聘のきっかけとなったと述
べている（*12）。1973年には、『朝鮮の美しさ』に
韓国訪問の際に描いたスケッチなど22編を加え
た『韓国の美しさ』が出版された。2018年にはそ
の校訂版が刊行され、加藤の目を通してみた朝
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鮮の姿に改めて関心が向けられた。また加藤は、
1962年からは日本南画院の同人有志とともに日
韓美術連絡協議会を結成して韓国の画家との交流
を図るなど、日韓美術交流史において重要な役割
を果たした。

2. 阿南市所蔵品からみる戦後作品の特徴

加藤の戦後作品のまとまったコレクションが徳
島県阿南市に残されている。これは、加藤没後
の1988年、著作権の継承者で加藤の甥である小
栗一成が、加藤本人所有の戦後作品の一部を寄
贈したものである。絵画作品は360点あり、加え
て、植民地朝鮮画壇について綴った『回想の半島
画壇』、『私のノート』や、朝鮮に関連した画材を
整理した『半島画趣』などの随筆原稿（未公刊）も
含まれている。阿南市所蔵作品は、朝鮮と日本
をテーマにした作品に大きく分けられる。それ
ぞれ朝鮮関連作品は185点（約52％）、日本関連作
品154点（約42％）と場所を特定できないその他
作品が21点（約6％）である。日本関連の作品は、
加藤が70代に入ってから描いたもので、路地に
埋もれた花や石を描いた「石にかへる」シリーズ
などがあり、晩年の加藤の作風を窺うことができ
る。日本関連作品については別稿で扱うことと
し、本章では朝鮮関連作品に注目して、表1に整
理したジャンルごとにその制作方法と特徴につい
て考察する。
阿南市所蔵朝鮮関連作品で圧倒的に多くの割合
を占めるのは、山水・風景を描いた作品である。
中には図1のように戦前の朝鮮美展出品作（図2）と
類似するものも見られるが、ここから加藤の戦
後の作品制作の方法を窺うことができる。加藤
は1945年12月に朝鮮から引き揚げとなるが、そ
の際に朝鮮各地を描いたデッサンを持ち帰ってい
て（*13）、1963年8月に韓国に行くまでには、この
デッサンを頼りに作品制作をしていたと考えられ
る。限られたデッサンをもとに制作していたた
め、前述したように朝鮮美展出品作と類似するも
のや、図3、図4のようにほぼ同じ構図で季節が
異なる風景を描いたものも見られる。描かれて
いる地域は朝鮮の全行政区域であった八つの道

がすべて含まれていて、加藤の居住地だった京畿
道と、江原道を描いた作品が多い（表2）。江原道の
作品は殆どが金剛山を描いたものである。加藤
は『金剛山探勝案内（1927）』の執筆のために初め
て金剛山を訪れたが、その訪問以来、朝鮮美展出
品作の傾向が人物画から山水や風景の作品に一変
していることからも、金剛山訪問は加藤の画歴
において重要なターニングポイントであったとい
える。加藤は没する1年半前にも金剛山の動石洞
を描いており（*14）、最も好んだモチーフの一つで
あった。
加藤が朝鮮の津々浦々を写生旅行していたとは

いえ、もれなく朝鮮八道を描いたのは、加藤の戦
後の作品制作の主な目的が、みずからの「朝鮮風
物美術館」に飾ることだったからである。朝鮮風
物美術館とは、加藤が構想した私設の美術館で
ある。その構想の直接のきっかけとなったのは、
1950年6月25日に勃発した朝鮮戦争であった（*15）。

戦争勃発の報道を見た加藤は、「朝鮮の建築、風
物は殆ど破壊」されて「過去の朝鮮の姿が永久に
消えてしまうかもしれない」ことを案じ、みずか
らの構想のもと、他の日本人画家による朝鮮風物
を描いた絵に、自分の作品を加えて展示する美術
館をつくろうと思い立ったのである（*16）。こうし
た動機から、加藤が戦後の作品制作において重視
していたのは、想像の中の「朝鮮」を描くことで
はなく、むしろ、戦争で壊される前のより現実に
近い朝鮮を「記録する」ことであったと考えられ
る。それゆえ加藤は、朝鮮の全行政区域の姿を描
き、同じ構図で季節の異なる作品なども制作した
のである。先にも触れた通り、元になるデッサン

分類 山水/風景 器皿折枝圖風 風俗画 画賛

作品数 120 31 20 14

表1. 阿南市所蔵作品・朝鮮関連作品のジャンルごとの作品数

分類  咸鏡道  平安道  黄海道  江原道
  作品数 3 21  5  32
 京畿道  忠清道  慶尚道  全羅道  済州島
 36 8 6  6 3

表2. 阿南市所蔵作品・朝鮮関連作品の山水／風景の作品の地域ごと
の作品数
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が限られていたという事情もあろうが、これもま
た、多様な朝鮮の風景・風物を「記録する」ため
だったと思われる。
風俗画では、伝統的な婚礼や凧揚げの場面を描

いた加藤オリジナルのものもあれば、朝鮮時代後
期を代表する画家・申

シン・ユンボク
潤福（1758–未詳）の作品

を模写したものも見られるが、加藤が模写した申
潤福の作品の一部は、申の風俗画帳『惠園傳神帖』
に収録されているものである。加藤の第5回朝鮮
美展出品作である《春》（図5）にも、『惠園傳神帖』
の《雙劍對舞》の影響が見られる。加藤は1926年
に京城の富田儀作の美術館で『惠園傳神帖』を実
見しており（*17）、申潤福の春画などをスケッチし
たものもデッサンに含まれていた（*18）。加藤が朝
鮮風物美術館を構想することが出来たのは、この
ように戦前から朝鮮風俗画を通して朝鮮の美を描
こうと試みた経験があったからこそと思われる。
しかし、戦後の作品では、申の風俗画を借用する
だけでなく、背景や登場人物を削除・追加するな
どの変化が見られる。
図6は、先述の画帳に収録されている《酒肆擧
盃》を模写した作品である。画中で酒を注ぐ酒母
の後ろの内扉の部分は、申の原作では何も描かれ
ていない。だがこれに対し、加藤の模写ではそこ
に虎の風俗画が描かれている。加藤は、先述の未
公刊原稿『半島画趣』の中で朝鮮の商店街につい
て書く中で、「……商売人、特に○○屋、飲食店
などの入口の内扉や壁などには、粗末な紙に描い
た奇怪な虎の絵が貼ってあり……」と回想してい
る部分がある（*19）。この内扉の虎の風俗画はおそ
らく、加藤自身の記憶の中にあった現実の朝鮮の
風物を意識したものだろう。加藤は、申潤福が生
きた過去の朝鮮ではなく、自らが実際に見た朝鮮
の姿を描こうとしたのである。
また加藤は、朝鮮を思い浮かべる画材として、
しばしば花を描いた。中でも注目すべきは連翹花
である。《李朝染付辰砂（黄色花）》（図7）は朝鮮時
代後期から流行した、古銅器、焼き物に花や果
物、文房具類を一緒に描く器

キミョンジョルジド
皿折枝圖のような構

成をなしている。ここで取り入れられている連翹
花は、朝鮮では春を知らせる花として、一般的な
花の一種である。しかし、器皿折枝圖ではあまり

上から
図1. 《平北義州邑南門》1947年以降、紙本彩色、785×540㎜
図2. 《門》1939年、第18回朝鮮美術展覧会図録
図3. 《京城中学洞所見》1947年以降、紙本彩色、810×540㎜
図4. 《京城中学洞望白岳》1947年以降、紙本彩色、530×425㎜
（図1-4：加藤松林人 作、図1, 3, 4：阿南市所蔵）
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描かれることのない画材である。朝鮮美展の第4
回まで東洋画部の審査員を務めた李道榮（1884-
1933）は、加藤の知人で、植民地時代の器皿折枝
圖を代表する画家であり、加藤自身も戦前から朝
鮮風物に関心を寄せていた。加藤がこのような変
わった器皿折枝圖風の作品を制作したのは、朝鮮
美術に対する理解が足りなかったのではなく、国
交が断絶していた時期に、朝鮮を懐かしむ日本国
内の顧客層のニーズに合わせて、より朝鮮らしい
要素を強調しようとしたのではなかろうか（*20）。

また、戦後の加藤は画讃の付された作品を繰り
返し描くようになった（図8・9）。加藤は戦前、朝鮮
で俳句雑誌『ポトナム』に投稿するなど、文学へ
の関心も高く、文人画にも憧れていたことは先行
研究でも述べられており（*21）、そういった文人画
への関心がここで表れたものと思われる。画賛
のある作品は、阿南市所蔵作品に14点含まれる。
この他にも、愛媛の久万美術館や京都国際学校に
も寄贈されていて、金容権コレクションにも少な
くとも3点確認できる。加藤の戦後作品はこれま
で見た通り、戦前作品と深く繋がっている。とは
いえここで注意したいのは、画賛のある絵画作品
が、現存資料から判断する限り、戦後の新たな試
みである可能性が高いと考えられることだ。
この点で、現在確認できる画賛作品に引用され

ている文学作品が全て、韓国の文学者・金
キム・ソウン
素雲が

日本語に翻訳した朝鮮文学であったことは示唆的
である。加藤は1958年、『朝鮮の美しさ』の出版
のために東京にある韓国YMCAのオフィスで数
か月過ごしたが、その同じ時期、舌禍事件で日本
に留まっていた金素雲もそこに事務所を構えて
いた（*22）。加藤はその時の金素雲との出会いにつ
いて、「久しく眠っていた私の詩心を目覚めさせ
てくれた。飲んで語り合う中から画賛の構想が生
まれた」と回想している（*23）。加藤はこのように、
素雲との出会いの場こそが「画賛の構想が生まれ
た」機会だったとみずから述べているのである。
こうした金素雲との交友を含め、加藤のユニー
クな戦後作品には、それを支えてくれた新たな出
会いや人間関係の広がりがあった。なかでも重要
だったのは、日韓親和会の存在だ。

上から   
図5. 《春》1926年、第5回朝鮮美術展覧会図録
図6. 《朝鮮時代風俗（街頭楽士と踊り子）》1947年以降、紙本彩色、
530×410mm、阿南市所蔵
（図5.6：加藤松林人 作）
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3. 戦後のパトロン、日韓親和会

日韓親和会は1952年6月に初代入国管理局長の
鈴木一（*24）が中心となって、政治家・下村宏を会
長に政財界の有力者たちによって創立された。そ
の目的は日韓文化交流と親善であったが、日韓国
交正常化を目指す政治的な動機も強かったよう
だ（*25）。団体創立の1年後には機関紙『親和』が創
刊され、加藤は創刊の翌年、1954年11月に初投
稿を行って以来、挿絵に加え、朝鮮美術や、日韓
条約など政治関連のものも含む記事を約80編投
稿している。それらからは、戦後約20年を経た
韓国に対する加藤の考えや、彼自身の戦後の活動
の一端を窺うことができる。
加藤が日韓親和会から直接経済的支援を受けた

のは、戦後の加藤の重要な著作となった『朝鮮の
美しさ』の出版記念会として開かれた「朝鮮風物
画個展」（*26）である。この展覧会は、鈴木一の『親
和』廃刊後の回顧録に言及されている「書画展の
後援」のことであり、日韓親和会の事業の一環と
して行われた。これだけでなく、加藤の多くの戦
後活動は、常に日韓親和会を軸としてつながって
いた。加藤の『朝鮮の美しさ』は、韓国YMCAが
その出版社であったが、そのオフィスの中には日
韓親和会の事務所もあり、先に述べた通り、加藤
もここで出版に先立つ数か月過ごしたことを考
えると、日韓親和会と関係を築くことで、韓国
YMCAから本を出版するきっかけとなったこと
も想定できる。
1963年に加藤が韓国政府広報部より光復節イベ
ントに招聘された背景にも、日韓親和会とのつな
がりがあった。この訪問の際に、日韓親和会の役
員の鈴木一が同行したことは示唆的である。鈴木
の韓国訪問記によると、この韓国訪問は、裵東湖
という韓国民主回復統一促進国民会議日本本部議
長の協力がその背後にあった（*27）。裵は、加藤の
「朝鮮風物画個展」にも参加していた人物だが、韓
国側の政治関係者が加藤の展覧会に訪れたのも、
日韓親和会の関係者との関わりがあったのだろ
う。
日韓親和会の役員が加藤の作品制作に助力した

例は他でも見られる。日韓親和会の初代会長の下

上から   
図7. 《李朝染付辰砂（黄色花）》1947年以降、紙本彩色、725×530㎜
図8. 《晋州南江》1947年以降、紙本彩色、450×340㎜
図9. 《王の泪》1947年以降、紙本彩色、450×340㎜
（図7-9：加藤松林人 作、阿南市所蔵）
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村宏は、加藤が長年にわたって準備した朝鮮風物
美術館の設立に向けて商談会を開いた。この商談
会には、朝鮮総督府庁舎の壁画を描いた和田三造
という重鎮画家も参加していたが、和田が出席す
ることになったのは下村という政治家の呼びかけ
があったからだろう。この商談会で、調査費を出
すことが決まっていたが、支援を約束していた団
体がつぶれてしまい、実際に支援は行われていな
かった。しかし、加藤は、自分が構想した美術館
が商談会を開くまで進捗したことに励まされ、自
身の作品を500点まで揃えると意欲を示していた
ので、制作する作品数を増やす契機になった（*28）。

加藤の戦後の活動は、このように日韓親和会関
係者と深く結ばれており、経済的な支援はもちろ
ん、18年ぶりの韓国訪問をする機会も手にする
ことができたのだった。30年間朝鮮に住んでい
た加藤にとって、朝鮮に関係の深い人たちに囲ま
れ、朝鮮について話し合い、望郷の気持ちを分か
ち合うことのできた日韓親和会は、戦後の作品制
作における精神的な支えともなったであろう。日
韓親和会は、社会的にも強い影響力を持った団体
だったからこそ、各地の朝鮮関係者たちを集める
ことができ、加藤はそこで広げた人脈を、戦後の
作品制作にうまく活用していたといえよう。そし
て、その制作に関わる人脈の中心にいたのが金素
雲であった。

4. 朝鮮文学と金素雲

金素雲（1908–1981）は、釜山の絶影島で大韓
帝国度支部官史であった金玉顯の長男として生ま
れ、戦前に朝鮮の口伝民謡や近代詩を日本語に翻
訳したことで日本の文壇でも知られた、韓国の文
学者である。素雲は正式に文学の教育を受けた
ことはなかったが、白鳥省吾が主催する『地上楽
園』に朝鮮の農民歌謡を連載したことをきっかけ
に日本文壇にデビューし、その翻訳能力が日本の
文学界で高く評価され、東京大学比較文学会では
1982年から金素雲賞が制定され、今でもその名
を広めつつある。
加藤と素雲が確かに出会ったと確認できるの
は、1956年の関西日韓親和会メンバーで開かれ

た素雲の歓迎会だ。その際に撮影された集合写真
が残されている（図10）。またここには、韓国に帰
化した日本人の牧師で、戦後の加藤の精神的な支
えとなった人物である田永福の姿もみえる（*29）。

この会は、おそらく加藤にとって非常に親密な人
たちの集まりだったのだろう。
素雲は舌禍事件により滞在中の日本から帰国
できなくなり、1952年以来日本に留まっていた。
1955年からは『親和』にも投稿しており、二人は
素雲の歓迎会前からすでに面識があった可能性も
ある。また、文学にも関心の深かった加藤は、す
でに戦前から素雲と彼の著書は知っていたはず
だ。そのことは、加藤の画賛作品に引用されてい
る朝鮮文学の出版歴からも窺える。
加藤が画賛作品で引用した金素雲訳の朝鮮文学

の原典は、素雲が戦前に日本で出版した『朝鮮民
謡集』（図11）と『乳色の雲』である。阿南市所蔵作品

図10. 日韓親和会主催の金素雲氏の歓迎会、1956年7月18日

図11. 金素雲『朝鮮民謡集』の題字
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の画賛作品に引用されている朝鮮文学の中には、
戦前に改訂が行われた、『朝鮮民謡集』の初版に
のみ収録されているものがある（*30）。表3の通り、
『朝鮮民謡集』は、1929年に初出版され、1933年
に収録作品を追加・削除し、それぞれ『朝鮮民謡
選』『朝鮮童謡選』として出版された。したがって、
加藤は少なくとも1929年版の『朝鮮民謡集』を参
考に作品制作した。一方、素雲の『朝鮮民謡集』
は、1929年出版当時、朝鮮でも広く話題になり、
1934年には朝鮮総督府が政府レベルで金素雲訳
の朝鮮文学の宣伝を推奨していた（*31）。加藤は朝
鮮総督府傘下新聞である京城日報などにもしばし
ば記事を書いていたので、そのことを知っていた
可能性は高い。加藤が戦後参考にしたのは、素雲
が戦前に出版した本であったが、それらはおそら
く引揚げ前から親しんでいたのだろう。2章でも
確認したように、加藤が戦前から朝鮮風俗・風物
に強い関心をもっていたことは明らかであり、朝
鮮の言葉ができなかった彼にとっては、日本語に
翻訳された金素雲の著書は貴重な参考資料だった
と思われる。
加藤は、素雲の翻訳による朝鮮文学を、画讃作
品のみならず、著書『朝鮮の美しさ』でも頻繁に
引用していた。加藤は、この著書で朝鮮の東海
岸について紹介する際、「金素雲氏訳するところ
の「朝鮮詩集」の中のこの詩を読むたびに、いっ
たいこれは東海岸の何処での幻想であろうかと考
え、北から南へ東海岸各地の風景をあれこれ思い
泛べては、さまざまな思いをめぐらすのが私には
楽しみである」（*32）と述べている。このように加

藤は、朝鮮へ行くことが簡単ではなかった時期
に、朝鮮の詩を読んで、その風景を偲んでいた。
また、素雲が出版したのは、彼が朝鮮全土から集
めた民謡や童謡であり（*33）、それぞれ出典地域が
表記されていて、朝鮮各地の風物詩をうたったも
のも多数含まれている。加藤が構想したのも「朝
鮮風物」美術館であり、戦後に朝鮮の様々な地域
の風景や風俗を描いた加藤は、その制作の際に画
題に対するヒントを金素雲訳の朝鮮文学から得て
いたのだろう。
一方、素雲にとっても加藤は重要な意味を持っ

ていた。加藤は素雲の依頼により、1972年に改
訂が行われた『朝鮮民謡選』と『朝鮮童謡選』の挿
絵と、『朝鮮詩集』の表紙を描いた。戦前から刊
行されていた素雲の朝鮮文学の日本語訳書の改訂
版に、戦後になって加藤の挿絵などを付け加えた
のには、おそらく大きな意味がある。素雲は、植
民地期に朝鮮の文学を日本語に翻訳したことで名
声を得たが、戦後はそれゆえに、植民地政策に
同調した「親日作家」という評判から逃れられな
かった。1943年刊行の『朝鮮詩集・前期』の扉に、
藤島武二のパステル画《献花：金剛幻想》（図12）が
描かれていたのは特に大きな問題であった。この
絵は、花を頭に乗せて、ほぼ上半身が裸になって
いる朝鮮の女性を描いたものである。先行研究で
は、この藤島の絵が、その本の佐藤春夫による序
文の中の、「朝鮮がかういふ方法で我々に酬いよ
うとは！」を連想させるものであり、金素雲の著
書がまさに日本への「献花」と受け取られたと指
摘する（*34）。このような批判を予想したのか、金

年度 朝鮮民謡・童謡 関連 朝鮮詩 関連 出版社
1929 朝鮮民謡集 泰文館
1933 諺文朝鮮口傳民謡集 第一書房
1933 朝鮮民謡選 朝鮮童謡選 岩波書店
1940 乳色の雲 河出書房
1943 朝鮮詩集・前期 朝鮮詩集・中期 興風館
1953 朝鮮詩集 創元社
1954 朝鮮詩集 岩波文庫
1972 朝鮮民謡選（改訂版） 朝鮮童謡選（改訂版） 岩波文庫

表3. 金素雲の朝鮮詩・民謡・童謡関連著書の出版年表
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素雲は、戦後同書が改訂される際に、《献花：金
剛幻想》はもちろん、佐藤春夫の文章も序文とし
て載せなかった（*35）。こうした経緯を踏まえるな
らば、金素雲は、1972年の改訂版を出版する際
に、加藤という「朝鮮思い」の画家の作品を挿絵
として用いることで、「親日作家」というレッテ
ルを回避しようとしたものと考えられる。
加藤と素雲は、朝鮮風物という共通の関心事で
親交を深めていた。二人はいずれも、植民地とい
う特殊な環境の中で、画家・文学者としての経歴
を積んでいたこともあって、打ち解け合うことが
できたのだろう。戦後の作品にお互いを取り入れ
たのは、彼らの人生が「朝鮮」と日本の境界に成
り立っている点で、共感していたからではなかろ
うか（*36）。とりわけ、戦後朝鮮に行くことが難し
かった加藤にとって、金素雲が紹介した朝鮮の文
学は、単に作品のモチーフである以上に、加藤の
知るかつての朝鮮を想起させる媒体であり、「朝
鮮」そのものであった。

結び

在朝鮮日本人画家・加藤松林人は、戦後に長年
にわたり朝鮮風物美術館を構想し、まずはそこに
飾るために作品を制作した。加藤がこのような計
画を立てるきっかけとなったのは、朝鮮戦争の勃
発であった。戦争によって朝鮮の建築や風景、風
物などが破壊されるかも知れないと懸念し、加
藤自身が実見した朝鮮の姿を「記録」することが、
加藤の戦後作品制作の主な目的となった。戦後、
加藤は非常に多くの作品を制作していたが、その
活動を経済的に支えたのは、日韓親和会を軸にし
てつながっていた人々であった。
日韓親和会は、加藤の作品展覧会を後援しただ

けでない。会の役員や会員などの助力により加藤
は、戦後の活動の重要な成果である『朝鮮の美し
さ』を出版することができた。また、日韓親和会
の後ろ盾があったからこそ、国交が断絶していた
時期の韓国を訪れることも可能になった。加藤に
とって日韓親和会は、戦後のパトロン的団体だっ
たのである。
また、加藤は、韓国の文学者の金素雲との出会

いで、戦前の作品では例を見ない画賛というジャ
ンルの作品を構想し、制作した。さらに、著書
『朝鮮の美しさ』にも素雲が翻訳した朝鮮文学を
引用しており、加藤にとって金素雲訳の朝鮮文学
は、戦後に簡単に行けなくなってしまった朝鮮を
偲ぶ貴重な手段であった。金素雲の翻訳は、限ら
れたデッサンをもとに作品の制作をしていた、戦
後の加藤の作品制作全般に大きな影響を及ぼした
のである。
ただし、今回紹介した加藤の阿南市所蔵作品
は、加藤が画業を再開した1947年以降のもので
あることは推定できるものの、個々の作品の具体
的な制作年度は記載されていない。加藤の40年
に近い戦後作品の変遷についての研究はまだ緒に
ついたばかりだ。今後、戦前の作品を含む加藤作
品を年代順に整理し、時代ごとにどのような変化
があったのか考察することで、加藤の画業を総合
的に分析することが可能になるだろう。

（ばん・みな／大阪大学、美術史学）

図12. 藤島武二《献花：金剛幻想》パステル画、『朝鮮詩集・前期』 
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*1 本研究はJSPS科研費20J20201の助成
を受けたものである。加藤の戦後作品
の調査の際に、徳島県阿南市情報文化
センターの関係者の方々と大谷大学・
喜多恵美子教授には多大なご協力を
頂いた。ここに感謝の意を表す。

*2 日本による植民地期の朝鮮半島を指
す地名を、当時用いられた呼称にも
とづき「朝鮮」とする。以下、カギ括
弧なしで用いる。

*3 加藤に焦点を当てた展覧会が2009
年以降3回開催された。「韓国をこ
よなく愛した画家 加藤松林人」展
2009.11.11-28、大阪：駐大阪韓国文
化院／「韓国をこよなく愛した画家 
加藤松林人」展、2010.7.20-24、東京：
駐日韓国文化院／「가토 쇼린이 보
는 신 팔도유람 : 컬렉터 김용권」展
2019.7.15-26、ソウル（韓国）：김희
수 기념 수림아트센터

*4 정호진（1999）「朝鮮美術展覽會 硏
究 : 제1부 東洋畵를 중심으로」성신
여자대학교 대학원 미술사학과 박사
논문／金周英（2000）「일제시대 재조
선 일본인 화가연구-조선미술전람회 
입선작가를 중심으로」서울대학교 대
학원 미술사학과 석사논문／金周英
（2002）「재조선 일본인 화가와 식민
지 화단의 관계 고찰」『美術史学研
究』301-327／在朝鮮日本人画家の
活動と作品は次の展覧会でも紹介さ
れた。『東京・ソウル・台北・長春
―官展にみる近代美術』展、2014、福
岡アジア美術館他巡回／『ふたたび
の出会い日韓近代美術家のまなざし
―「朝鮮」で描く』展、2015、神奈川
県立近代美術館葉山他巡回／『1920-
1930년대 그림으로 보는 경성과 부
산』2017、서울역사박물관

*5 기다에미코（2010）「재조선 일본인 
화가에 대한 편견을 지우자」『플랫
폼』19、50-53、인천문화재단／喜多
恵美子（2018）「在朝鮮日本人画家加
藤松林人の活動－自筆履歴書をめ
ぐって」『大谷学報』47-81、大谷学会
／李ユンヒ（2018）「在朝鮮日本人画
家・加藤松林人 (1898-1983)に関す
る研究」、『鹿島美術財団年報』36、
89-102、鹿島美術財団

*6 父・加藤安三は、漁業視察で朝鮮に
行き、そのまま移住したのだという。
「韓国の独立記念式にまぬかれる」
『朝日新聞』1963.7.30

*7 京都四条派で知られる森寛斎の門下
で学び、1904年頃に朝鮮に移住し、
幅広い人脈を形成していた画家であ
る。清水東雲については次の論文が

詳しい。강민기（2005）「근대한일화
가들의 교유 -시미즈도운을 중심으
로」『한국근대미술사학』27、65-86頁

*8 加藤は自筆履歴書で《黒扇》が三等
賞を受賞したと述べている。しかし
実際には、この作品は受賞しておら
ず、初めて三等賞となったのは《砂
丘》である。

*9 加藤の弟子の一人であった李玉順が
1931年から朝鮮美展で入選していた
ことから、加藤は1931年頃にはすで
に京城で画塾を構えていたと考えら
れる。

*10 喜多恵美子（2018）、60頁
*11 李ユンヒ（2018）、93頁
*12 加藤の韓国政府による招聘の詳細な
背景については、3章で後述する。

*13 湯浅勝衛（1954）「……松林人さん自
身も、全土を歩き廻ったデッサンを
引き揚げの際にもってきたので、そ
れで三百点ほど描くつもりだとのこ
とであった。……」「朝鮮素材のもの」
『親和』10号、6頁

*14 小栗一成（1988）「追記」、阿南市所蔵
*15 湯浅勝衛（1954）「……松林人さんに
初めて会ったのは、朝鮮動乱勃発の
夏だから、ちょうど四年前である。そ
の時の状況の目的が、それで、朝鮮の
建築、風物は殆ど破壊されかかって
いる、一方、日本にある朝鮮風物を描
いた画は散逸していて、今集めて置
かなければ、過去の朝鮮の姿が永久
に消えてしまうかもしれない。中川
一政などの洋画家、結城素明などの
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